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第一条 この条例は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話の普及等に関し、基本
理念を定め、県の責務並びに県民、ろう者及び事業者の役割を明らかにするとともに、
手話の普及等に関する施策の基本となる事項を定めることにより、県民の手話及びろう
者に対する理解の促進を図り、もってろう者及びろう者以外の者が共生することのでき
る社会の実現に寄与することを目的とする。

福島県手話言語条例（平成３１年４月１日施行）

「今日から使える手話入門」
「障がいのある人もない人も共に暮らし

やすいふくしまけん」



福島県で開催されるデフリンピック競技概要について
────────────────────

福島県
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東京2025デフリンピック福島県開催について

開 催 時 期 2025年11月15日～11月26日（全12日間） 

想定参加人数 5,000～6,000人 （選手3,000人、関係者2,000～3,000人） 

競 技 種 目 全２１競技（陸上、バスケットボール、バレーボールなど） 

競 技 会 場 
東京都、福島県（サッカー＠Ｊヴィレッジ）、静岡県（自転
車競技）

大 会 名 称 
第25回夏季デフリンピック競技大会東京2025 
 （略称：東京2025デフリンピック）

県内開催の背景

大会エンブレム

R5.9.3決定

◼ 福島県では、東京２０２０パラリンピックの開催を契機とした、障がい者スポーツや共生社会
へのに対する関心の高まりを持続させるため、令和４年度から重点事業として「スポーツから
はじめる共生社会実現プロジェクト」を実施し、障がいのある人もない人も一緒にスポーツに
親しめる環境づくりを本格化させました。

◼ 東京２０２５デフリンピック・サッカー競技のＪヴィレッジでの開催について、令和５年４月
に（一財）全日本ろうあ連盟からの事業協力依頼がありました。

◼ 東京都との調整の結果、本県として「本大会の機運醸成及びおもてなし並びに会場外における
きこえない・きこえにくい人の情報の保障等に関すること（本県独自の取組）」を実施するこ
ととしました。

東京2025デフリンピック開催概要
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「東京2025デフリンピック」サッカー競技について①
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「東京2025デフリンピック」サッカー競技について②
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●デフリンピック

フェスティバル
(11月)

庁内連携会議（県庁内関係課）による調整

(11/17､Jヴィレッジ、講演、パネルディスカッション）
(11/16,17､Jヴィレッジ）

各イベントにおける情報保障技術の体験
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選手団向け歓迎式典及び会場におけるおもてなしブー
スの企画立案

県内の子どもたちを対象とした無料観戦招待の企画立案

会場地元学校、
聴覚支援学校等での
競技体験機会の国際
手話に触れる機会の
提供

(R7.2月、須賀川市、ﾃﾞﾌﾊﾞｽｹのｴｷｼﾋﾞｼﾞｮﾝﾏｯﾁ、ﾃﾞﾌ競技体験）

機運醸成イベントの開催、各種イベントでのPRブース設置、手話に親しむ機会の提供

プロスポーツチーム等と連携したPR

●子ども観戦招待

参加者募集

●子ども観戦招待

参加者決定・通知

●1年前イベント
（同時開催：テスト大会）

●300日前イベント

● 手話に親しむ出前講座（ 通年、浜通り ）

●子ども 観戦招待
・事前学習の実施

●手話応援デー
・福島ユナイテッドFC（7/７、とうほうみんなのスタジアム）

・いわきFC（11/10、ハワイアンズスタジアムいわき）

認知度向上のための情報発信（テレビ、新聞、SNS等）

●カウントダウンイ
ベントの検討

●引き続き機運醸成
に資する取組の実施

東京2025デフリンピックまでのロードマップ
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主旨・目的

【座長】

文化スポーツ局次長

【副座長】

スポーツ課長

【構成員】

関係課 20課

開催方法等

■設置期間：令和６年４月～令和８年３月
■会議頻度：２ヶ月に１度程度開催

※大会直近は1ヶ月に1度程度開催

会議内容等

■大会に向けた準備状況等の情報共有
■大会本番等での取組への企画立案
■大会主催者等からの依頼事項に対する対応
策の検討・課題の抽出
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令和７年（2025年）に本県Ｊヴィレッジで

サッカー競技が開催される「東京2025デフリ

ンピック」に向け、全庁一体となって大会を

推進するため、大会に向けた準備状況等の情

報共有及び大会に関連した企画立案を図る庁

内の連携体制を構築する。

「東京2025デフリンピック庁内連携会議」を設置
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手話応援デーの開催

試合前のピッチを使用したデフサッカー体験教室では、

地域の小学生や聴覚支援学校の生徒を対象にデフサッカー

の選手と福島ユナイテッドFCの選手がデフサッカーを楽し

みました。

11月10日はいわきFCのホーム戦で「手話応援デー」を

開催します。

福島県内のJリーグチームのホーム戦で手

話応援デーを開催。

福島ユナイテッドFCの応援歌に合わせた

手話応援で会場を盛り上げたほか、手話体験

やボッチャ体験、デフリンピックPRのブー

スを出展。

R6年度の取組
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福島県浜通り地域の小中学校を対象に、手話に関心を持ってもらうため「手話に親しむ出前講座」を

実施しています。

（一社）福島県聴覚障害者協会様より講師を派遣いただき、小中学生に手話やデフリンピックに興味

を持ってもらえるよう出前授業を行っています。

手話に親しむ出前講座

R6年度の取組
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名 称：東京2025デフリンピック
 1年前カウントダウンフェスタ
「デフスポふくしま」

開催日程：令和６年１１月１７日（日）
１０：００～１５：００

開催場所：Jヴィレッジ
開催内容：・講演会

～きこえない人ときこえる人をつな
ぐ立場で語る、日常からデフリン
ピックまで～

・トークイベント
～1年後、デフリンピックを100倍
楽しむためのスペシャル座談会～

・デフ＆パラスポーツ競技体験
など

１年前イベント「デフスポふくしま」開催

R6年度の取組
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開催日程：令和７年２月１日（土）

開催場所：円谷幸吉メモリアルアリーナ
(福島県須賀川市)

３００日前イベント

開催内容：デフバスケチームによる
エキシビションマッチ
競技体験コンテンツ など

●福島県の広報誌「つながる ふくしま ゆめだより」へ記事掲載

その他の取組

●福島県ゆかりのデフ選手へのインタビュー掲載

●福島県のキャラクター「キビタン」と「ベコ太郎」が

「東京2025デフリンピック応援隊」に就任 など

プロバスケットボールチームのホーム戦でカウントダウンイベントを実施

R6年度の取組
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その他の障がい者スポーツに関する取組

障がい者スポーツの普及

スポーツに親しめる環境の整備

○ 福島県障がい者スポーツ大会の開催
○ 障がい者スポーツ指導員の養成
○ 出前講座等（講演・パラスポーツ競技体験教室）
○ 障がい者（パラ）スポーツ用品の貸出
○ 障がい者スポーツに関する各分野の専門的な知識や

実戦経験を有するアドバイザーの派遣 など
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○ 次世代アスリートの強化活動
○ 県内競技団体等が行う強化練習会への支援等

パラリンピック等競技スポーツへの取組の推進
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